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運動による疲労の度合とか， 適度な運動負荷の質量を見きわめることは， 現在でも， 困難なこと

である． それで， 経験的に， この程度ならば適度であろうという個人的見解で， 運動の質量を決定

している状態である， しかし， 運動を行うものは， それぞれ， 年齢， 性別の違いや， 運動経験に差

があり， 厳密にいえば， 一人として同じ経験内容を持っていない，
運動によって生じる生理的状況を， 簡便に， 適確に把握することができれば， 個人にとって， 過

激な運動や， 過重な運動負荷によって起こる障害を防ぐことができる， 運動の質量の問題や疲労の

測定法は， 現在研究が進められているけれど， いわば未開拓の分野といって過言でなかろう．
今回， われわれは， 一週間水泳の授業時における， 運動前と運動後との尿を採取し， スルホサル

チル酸法とウロペーパー法とを用いて，水泳を行うことによって生じる蛋白尿と，その時の尿のＰＨ

とを測定した．

（２５）
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１

　

運動性蛋白尿について

　

蛋白尿には， 腎炎などの腎疾患によって起こる病的なものの他に， 起立性蛋白尿， 連動性蛋白尿

のような機能性蛋白尿とよばれるものがある． すなわち， 健康者に激しい運動を行わせた場合， 一

過性の蛋白尿が出現することがある． 一般的に運動の強度と鍛練の程度に関連があるようである．
また， 運動強度と運動時間が同じであっても蛋白尿の出現しないものもある．

　

運動性蛋白尿の出現機序は次のように考えられている． 運動負荷時には心拍出量は増大するが，

腎血流量， 糸球体漉過値は著しく減少する． 腎血管抵抗は著しく増大している． 強い運動負荷によ

り，内臓神経の緊張充進とアドレナリンの分泌充進が起こり， これによって内臓血管領域の強い血管

収縮ひいては強い腎虚血が起こる． 腎糸球体毛細血管基底膜の可逆的な蛋白透過性充進が起こり，
蛋白尿が起こると考えられる． この虚血が軽度であれば蛋白透過性の充進も軽く． 分子量の最も小

さい蛋白質が出現し， 虚血が高度で長時間続けば， 基底膜の変化も強く起こり， 蛋白透過性も著し

く充進し， 分子の大きい蛋白質， さらには赤血球などの出現も起こる．

　　　　　　　　　　　　　　　

２

　

測 定 方法

１

　

測定日

　

昭和５０年８月４日～９日

　

６日間

２

　

被験者

　

北海道教育大学函館分校保健体育科学生２３名

３ 蛋白尿測定法

Ａ

　

スルホサルチル酸法

　

試験管に酸性透明な被験尿を５ｍｌずつとり，スルホサルチル酸２０％溶液を１満ずつ滴下し， 黒色

背景で白濁を生じるかを見る． もし，．１～２滴加えて白濁を生じたなら， 白い沈澱の出つくすまで

試薬を追加する，
〈判定法〉

，白濁の程度によって陽性度を次のよ・うに判定する．
（－）

　

７～８満加えても混濁の起こらないもの．
（±）

　

黒色の背景で， 混濁がわずかに認められるもの，
（＋）

　

黒色の背景がなくても， わずかな混濁が認められるもの，
（廿）

　

混濁が明瞭であるが細片状沈澱のないもの．
（冊）

　

細片状沈澱の認められるもの．
納骨）

　

塊状沈澱が認められるもの．

Ｂ

　

ウロペーパー法

　

被験尿に試験紙の試薬部分を浸し， 直ちに取り出して色調の変化を標準色調表と比較する．
〈判定法〉

　

蛋白陰性の時は， 試験紙の尿を浸した部分が黄色不変， 陽性の時は， 蛋白含有量に応じて淡黄緑

色（±）～青色（棚） を呈する．

３

　

測定結果と考察

　

蛋白尿の反応について， スルホサルチル酸法とウロペーパー法を併用して測定したが，
本考察で

はスルホサルチル酸法の結果を用いて述べることにした，

　

１日目は， 全日程を通じて一番軽い練習であった． 水泳のオリエン
テーションに要した時間が多

（２６）
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２７

く， 表１のように， Ａ班はウオームアップに続き， 自由に８００ｍを１回とクロールによる２００ｍｌ

回である．

　

Ｂ班は平泳ぎの脚の練習４０分間，その後，ビート板を持って平泳ぎの脚の練習を２０分間行った．

　

Ｃ班は殆んど泳げない者で， 基本のバタ足の練習を４０分間， その後， 面かぶりクロールを１５ｍ

５回を行った。

　

これらの練習後， Ａ班では蛋白尿の（汁）になった者４名，（＋）になった者４名，（±）になっ

た者３名であった． 練習量は全日程を通して最も少ないので， 初日であり， 水に対する抵抗感や，
心身共に緊張感の強い日であったためと思われる．

　

Ｂ班では（”）１名，（十）１名，（±）１名であった． Ｒは１日目ばかりでなく， １週間を通し

て， 練習後（什）～（冊）の蛋白尿が現われた． これについては種々考えられるが， 蛋白尿の出易

い体質なのか， あるいは腎機能に何らかの異常があると考えられるので， 医師の精密検査をすすめ

なければならない．

　

Ｃ班では（什）．１名，（十）２名であった． Ｃ班は泳げない者であるが， 水中で非常に緊張してい

た，

　

２日目の練習は， ウオームアップの泳ぎの後， Ａ班は８００ｍを２回， 休憩３０分後，８００ｍｌ回，
ターンの練習を平泳ぎ， クロールで２０回， 終わりに２００ｍｌ図である，

　

Ｂ班は， クロールの練習４０分間， 休憩後， 再度クロール３０分間である．これらは面かぶりクロー

ルであったり， 水を飲んで中断しながらなので， 長い距離を消化しているわけではない． その後は

Ａ班と同じである．

　

Ｃ班は， 自由に１０分間泳いだ後， クロール１５ｍを７回，２０ｍを５回， 休憩４０分後， クロール３０

分間の練習１回とクロール２５ｍｌ回で終了した．

　

この結果， Ａ班とＣ班の蛋白尿の反応は全員（－） であった。Ｂ班では（廿）２名，（十）１名で

あった。

　

Ａ班の主練習８００ｍは，２５分間前後続けて泳ぐこのになり， 量的には前日よりかなり多い． これ

らのことから， ゆっくり長時間かけた泳ぎでは， 蛋白尿の出現はないと考えられる，

　

Ｂ班の練習は， 主にクロールであるが， これは未熟練者にとっては疲労度の大きい泳法と考えら

れる．

　

Ｃ班は， 水中に入っている時間も長く， 精神的苦痛も大きいと思われるが， 実際に泳いでいる時

間は途切れ途切れで少ない。 こ・の程度の練習では蛋白尿は出現しない，

　

３日目のＡ班の主な練習内容，は，背泳２５０ｍ，自由に８００ｍを１回泳ぎ，補強運動として
バービー

テストを５０回行った． その後，８００ｍを２回，２００ｍを一回行った， 全般的に長い距離を実施した

日であった，

　

Ｂ班は， 前半はＡ班と同じ内容である． その後， クロールで２５ｍを３回， ２００ｍを１回， ｌｏｏｍ

を１回行った， Ａ班と比較すれば短距離的内容である．

　

Ｃ班は， 前半背泳の浮く練習を行い，その後，自由に２００ｍ，平泳ぎ１５分間と自由に５０ｍを行っ

た． Ｃ班は， 泳ぐというより， 浮くということに努力を傾けた内容である．

　

練習前後の比較では，Ａ班とＣ班には殆んど変化がみられない．Ｂ班では（”）２名，（十）１名

であった，

　

これから， ２日目と同じように， 時間をかけてゆっくり泳いだり， 浮くことの努力では蛋白尿

は現われないが，５０ｍ～ｌｏｏｍを泳ぐような練習方法を繰り返すと， 明瞭に蛋白尿が現われると考

えられる，

（２７）
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運動前・後の蛋白尿及びｐＨ（Ａ班）
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１

ぷ
①班分け

②８００ｍ×Ｉ

③伽松瀬明（４５分）

④２００Ｐｄｒｒｅｅ×Ｉ

①８００ｍ×２

　　　

（間１０分休）
②休憩（３０分）

③８００ｍＸＩ

④棚．．醐男（３５分）
⑤ターン

　

（平泳‐クロール

　　　　　

各２０回）

⑥２００ｍＦｒｅｅ×Ｉ

①２ｏｏｍｗａｃｋ

②説明 （２０分）

③Ｂａｃｋ（５０×５）

④８００叩く１

⑤休憩（５０分）

⑥バービーテスト（５０回）

⑦８０Ｑｎｘ２

⑧飛込み

　

７回

⑨２００ｍＦｒｅｅ

①８００ｍ×２

②休憩 （３０分）

③３０分遠泳

④爾患・。糊月（２０分）
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３コース分×３
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②鎚（１噌）
③クロ…ル・聯絡１回

　

飛込一２５ｍ一ターン

④休憩（４０分）
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（ｐ）１０伽Ｆｒｅｅ

　　　

′′

　　

Ｂａｃｋ

　　

″

　　

Ｂｒｅａｓｔ
⑥Ｆｒｅｅ（３０分）

①３００ｍＦｒｅｅ
②“ミト（各２５ｍ）
宮）Ｂａｃｋ（口）クロール
“ Ｂｒｅａｓｔ
婦バタフライ

③説明（１粉）
④タイム・トライαル８００ｍ

⑤リ

　

レ

　

ー

”）浦島太郎と亀

｛口）２５Ｐ証ｒｒｅｅ×８久

記

　　　　　　　　

録

８

　

月

　

８

　　

日 ８月９日

５雌ｒ

　

１ＯＣねュＢｒ

　

８Ｏ鋤ぜｒ
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Ｓｕｌｆ

　

ＰＨ
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Ｓｕｌｆ

　

ＰＨ

　

Ｕｒｏ Ｓｕｌｆ

　

ＰＨ Ｕｒｏ

Ａ
前 士

　

５

　

＋

　

５ ±

　

６ ±

　

６ ±

　

６

　

２８ ５５ ５２ダ７ ２力８タ４ ２α３３ダＯ

後

　

＋

　

５

　

＋

　

＋
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＋

　

６
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６ 汁

　

＋
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＋

Ｂ
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６

　　　　　　

ー ±

　

５

　

６

　

＋

　

５

　

６

　

２く ５２ ４４ダ３

　

ｌｏｏｍＦｒ ２凝８豹

後 ±

　

５ ± ± ６ ±

　

５

　

５ ±

　

＋ ５

　

＋ 汁

　

５ 什 １５４砲

ｃ
前

　

７

　

５ ±

　

５

　

５

　

５ 士

　

５

　

２６ ４２ ４学ソ０

　

ｌｏｏｍＦｒ ２準３り

後 什

　

５

　

十・

　

＋

　

５ ＋

　

５

　

＋

　

＋

　

５

　

＋ 什

　

５ 什 ＋

　

５

　

＋

　

Ｚ．鱗ｒｌ

Ｄ
前 ±

　

６‐ ６ ±

　

６

　

６ ±

　

６

　

６

　

２６ ７２ ４０″４

　

１〇０なＦｒ １９ち１々○

後

　

＋

　

６

　

＋ ±

　

５ ±

　

５

　

５ 士

　

６ ± ±

　

５

　

＋ １索４“

Ｅ
前

　

６ ±

　

５

　

６ ±

　

６ ±

　

６ ±

　

６

　

２９ ６２ ４１的 ２２２ダ９ ２豹８ぬ

後

　

＋

　

６ 士

　

６

　

６ ±

　

５

　

＋

　

６

　

＋ ±

　

５

Ｆ
前

　

５ ±

　

５

　

５ ±

　

５ ±

　

５ ±

　

５

　

２７ ５１ ４８ダ３ １４７″０ ２節蕊

後

　

十

　

５

　

５

　

５ ±

　

５ ± 什

　

５

　

＋ ±

　

５

　

＋

Ｇ
前 士

　

６

　

５ ±

　

５ 士

　

６ ±

　

５ ±

　

５

　

２５ ５７ ５３ク８ ２′１９″１ ２だ４５″Ｏ

後 －

　

什

　

６

　

＋ ± ５ ±

　

５ ±

　

５ ±

　

５

　

＋ ±

　

５

　

＋

Ｈ
前

　

５

　

６

　

６ ±

　

５

　

６

　

７

　

２８ ６７ ４９ダＯ １勿７″２ １６５８ダ０

　

渉・ ±

　

５ ± ±

　

５ ±

　

５ ± ±

　

５ ５ ± ±

　

６

　

＋

Ｉ
前 士

　

５

　

５ ±

　

６ ±

　

５ ±

　

５

　

５

　

２５ ６１ １′１４″７ ３０９．
″７ ２魂２繊

後 ±

　

５ 十．‐ ±

　

６ ＋

　

６ ±

　

５ 什

　

５ 汁

　

５ ±

Ｊ
前

　

５

　

５

　

５

　

５

　

６

　

５

　

２６ ５６ ５６ゲ９ ２２９等 ２じ３紳Ｏ

後 什

　

６

　

＋ ± ５

　

５ ±

　

６

　

＋ ５

　

＋ ±

　

５ ±

Ｋ
配

　

５

　

６ ±

　

６

　

５ ±

　

６

　

６

　

２７ ５５ ５１ダ２ １５６．噂 １ｇ２７ｇ６

後 ±

　

６ ±

　

６ ±

　

５

　

５ ±

　

６ 士

　

５

Ｌ
前

　

５

　

６ ±

　

５ ±

　

５ ± ５

　

５

　

３０

　

７９ １コ１ｇ４ ゆ８々１ ２ポ３７ｇｏ

後 什

　

５

　

＋ ± ６ ＋

　

５ 什 什

　

５ 冊 代

　

６ 什 非

　

５ 汁

Ｍ
耐 ±

　

６ ５

　

５ ±

　

５ ± ±

　

６

　

５ ５６ １℃１ダ２ ２６ｒ５５タ０

後 ±

　

５ ± ±

　

６ ±

　

５ ±

　

５ 士

　

＋

　

５

　

＋ ±

　

５

　

＋

Ｎ
前 ±

　

５ ６

　

６

　

５ ±

　

５

　

５

　

２９ ６２ １コ２６ ３０銭６絢
後

　

６ ±１ ５ ±

　

６ ±

　

５

　

＋ ５

　

＋ 士

　

５

　

＋

器

掌
汁

　

嬢

・ 州塚

　

漉・ 来

軟式薄

・ 田丑

苔
》



表２

　

運動前・後の蛋白尿及びｐＨ （Ｂ班）

Ｂ

　　

班 １

　　

日

　　

目 ２

　　

白

　　

目 ３

　　

日

　　

目 ４

　　

日

　　

目 ５

　　

日

　　

目 ６

　　

日

　　　

目

体

　 　

力

　 　

診

　 　

断

　 　

得

　 　

点

運

　 　

動

　 　

能

　 　

力

　 　

得

　 　

点

表

　　　　　

２
棟

＼
険

者

①班分け

②平泳（脚のみ）

　　　　

（約４０分）

③桐襲ぞ潮明（４Ｅ粉）

④平泳（脚のみ）

　　　　

（２０分）

①クロール（４Ｃ粉）

②休憩（３０分）

③クロール（３Ｃ抄“

④欄讐・湖月（３５分）

⑤ターン

　

（平・クローノレ

　　　　　

各２０回）
⑥２ｏｏｍＦｒｅｅ×Ｉ

①２餌ｍＷ－ｕＰ
②説明（２（粉）
③Ｂａｃｋ（５往復）
④クロール２５Ｘ３
◎休憩（４０分）
◎′｛－ビー劣ミト（５０回）
⑦２００ｍ

　

Ｆｒｅｅ
⑧休憩（１０分）
⑨飛込み（７回）
⑩ｌｏｏｍＦｒｅｅ

①２００ｍＷ－ｕｐ
②クロール１０伽
③休憩（３０分）
④遠泳（３０分）

⑤欄・湖（２脚
⑥バタフライ

　

３コーン、分×３

①３００ｍＦｒｅｅ
②体感（１０分）
③クロール平泳各１回

　

靴込→２５ｍ→ターン
④休憩（４０分）
⑤タイム・トライアル
”）５０ｍＦｒｅｅ
（ｐ）ｌｏｏｍ

　

Ｆｒｅｅ

　　

′′ Ｂａｃｋ

　　

″ Ｂｒｅａｓｔ
⑥Ｆｒｅｅ（３０分）

①３００ｍ

　

Ｆｒｅｅ
②元スト（各２５ｍ）
のＢａｃｋ（口）クロール
←一平泳

　

に）ノリフライ
③タイム

　

トフイアル

　　　　

８００ｍ
⑤リレー
き）滝脇和郎と亀
（

　

２５血Ｆｒｅｅ．・８人

記

　　　　　　

録

８

　　

月

　　

８

　　

日 ８月

　

９日

　　

５０１１１１Ｆｒ

　

１００１ＥＢＢｒ

　

８００ｍＦｒ

　

Ｓｕｌｆ

　

ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ

　

ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ ＰＨ

　

Ｕｒｏ Ｓｕｌｆ Ｐ

　

Ｈ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

０
獅

　

５ ±

　

５ ５ ±

　

６

　

６ ±

　

６

　

２５

　

２６

　

ｒ１６″Ｏ 繁２０ザ２ ３５１４″５

後 ±

　

６

　

＋

　

５

　

＋ 什 ５ 什 ±

　

５ ± 什

　

５ 滑 ＋ ５ ±

　

Ｐ
前 ±

　

５ ±

　

５ ± ５ ±

　

５ ±

　

５ 士

　

６

　

２８

　

７１ ５年２

　

１０ＯＲ＝Ｆｒ

　

２８竺８″Ｏ

後

　

＋

　

５ ＋ ＋

　

５ 什

　

＋ ５ ＋ ±

　

５ 什

　

５

　

＋ 什

　

５ 什 ぬ６″０

Ｑ
面 士

　

５

　

６ ６

　

７

　

７

　

５

　

２７

　

５７ ４９″ｏ

　

１０ＯＰコＦｒ ２５０７″Ｏ

後 ±

　

５ ± ±

　

５ ５

　

＋ ±

　

５ ＋ 什

　

５ 廿 什 ６ 什 ２．０ね

　

Ｒ
幅

　

６ ±

　

６ ± ５ ±

　

６

　

６ ＋

　

６ ＋

　

２８

　

７４ １り７〃４

後 什

　

６ 什 什

　

５ 汁 廿 ５ 什 什

　

５ 什 什

　

５ 椙 什 ５ 什

信 表３

　

運動前・後の蛋白尿及びｐＨ （Ｃ班）

Ｃ

　　

班 １

　　

日

　　

目 ２

　　

日

　　

目 ３

　　

日

　　

目 ４

　　

日

　　　

目 ５

　　

日

　　

目 ６

　　　

日

　　　

目 体

　

力

　

診

　

断

　

得

　

点

運

　

動

　

能

　

力

　

得

　

点

表

　　　　　

３
練

＼
①班分け

②クロール守足練習

　　　　　

（約４０分）

③ 椛怨．瀬月（４５分）

④ククール１５ｍｘ５

①Ｆｒｅｅ（１０分）
②クｐ－ル１５ｍＸ７

　　　　　

２０扱ｘ５

③休憩（４（粉）

④クｐ－ノ３０分）

⑤クロール２５ｍＸＩ

①２００ｍＷ‐ｕｐ
②説明（２（粉）
③Ｂａｃｋ（４０分）
④休憩（４０州
⑤ノＬピー赤くト（５０回）
⑥Ｂａｃｋ

　

５ＱｎＸ３
⑦２００ｍＦｒｅｅ
⑧平泳（１５分ぅ
⑨飛込み（７回）
⑩５０ｍＦｒｅｅ

①１ＯＱｎ野ｒｅｅ
②休憩（３Ｃ抄“
③Ｆｒｅｅ（２０分）
④擬態・醐明（３０分）
③ノリフライ

　　

３っ－ス分×３

　　

７っ－ス分×１

①２００ｍＦｒｅｅ

②術懲（１０分）

③Ｂａｃｋ

　

５０ｍＸＩ

④休憩（４０分）

⑤タイムトライ刀レ

名）２５ｍ

　

Ｆｒｅｅ
←）５０ｍ

　

Ｆｒｅｅ

（のＦｒｅｅ（３０分）

①２００ｍＦｒｅｅ

②劣《ト（各２５ｍ）

”）Ｂａｃｋ（ｐ）クロサレ

←う平泳（９ノリフライ

③灘明‐伽感（６０分）

④リレー

”）浦島太郎と亀
（ロ）２５ロゼｒｅｅ×８人

記

　　　　

録

８

　

月

　

８

　

日

　

５０ｎ！Ｆｒ

　

１０（ｈｉＢｒ

Ｓｕｌｆ Ｐ

　

Ｈ

　

Ｕｒｏ Ｓｕｌｆ ＰＨ Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓｕｌｆ ＰＨ 衝ｏ

　

Ｓｔｌｌｆ

　

ＰＨ

　

Ｕｒｏ

　

Ｓ
前

　

５ ±

　

５

　

６

　

５ ±

　

６

　

５ ２４

　

５４ ６Ｏｆｏ １′１１″７

後 ＋

　

５ ± ±

　

６ ５ ５

　

＋

　

６

　

＋ ±

　

６ ＋

　

Ｔ
萌 ±

　

５ ＋

　

６

　

５ ± ５ 士 ６ ±

　

５ ２５

　

３３ １幻４せ１ 峯９昨
後 ＋

　

６ ± ＋

　

５ ±

　

５ ± ５ ± ＋

　

６ ＋ ±

　

５ ＋

　

Ｕ
前 ±

　

５ 士

　

５

　

５

　

６ ± ５ ±

　

５

　

２７

　

５７ １コ７ず３
後

　

５ ±

　

６

　

５

　

５ ±

　

５ ± ±

　

５ ＋

　

Ｖ
前 ±

　

５

　

５ ５ ± ６ ６ ±

　

５ １七１４り
後 ± ６

　

５

　

５ ±

　

５ ± ５

　

＋

　

５ ＋

　

Ｗ
別 ± ５

　

５ ± ６ ± ６ ５

　

５

　

２９

　

７５

　　

５７
後 廿 ５ 什

　

５ ±

　

５ 士 ± ５ ±

　

＋ ５ 十

　

５



３０

　　　　　　　　　　　　　　　　　

鈴木

　

博・天野

　

明・米谷元捷・田中和久

　

４日目のＡ班の練習内容は， 前日と同じように，長い距離を消化することであり．すなわち，８００

ｍを２回と３０分間の遠泳である，

　

Ｂ班は，クロールでｌｏｏｍを１回と３０分間の遠泳が主内容である．Ｃ班も，Ｂ班と同内容であっ

たが， 歩いたり， 立ち止まったりで， 距離的には３００ｍぐらいしか移動していない．

　

蛋白尿の検査では， 練習実施前に（±）の者１４名であり， 注目される．練習実施前の（±）の者

の増加は， 身体疲労が翌日迄残り回復していないためと思われる．

　

練習後の変化は，（汁）の者はＡ班１名， Ｂ班１名，（＋）になった者は， Ａ班２名のみである．
この日の遠泳主体の練習内容は， 前半は技術的正確さを要求した． 後半， この日からタイムトライ

アルを実施し， ５０ｍ～ｌｏｏｍの競泳を行った． Ｃ班は５０ｍの競泳， その後３０分間自由に泳ぎ終了

した．

　

練習後の検査結果， Ａ班では（”）の者５名，（＋）の者４名であった．

　

Ｂ班では全員（”）であり，Ｃ班では（十）の者３名であり， 全体で（－）の者は１名だけであっ

た．

　

この結果から，５０ｍ～ｌｏｏｍの距離を全力で数回泳ぐことは， 相当強い負荷を身体にあたえるこ

とになると考えられる， タイムトライアルを１日何回も実施するのは， 個人差や鍛練の度合など考

慮しなければならない．

　

６日目の前半は， ４種目を各２５ｍ泳ぎ， 評価を行った． 後半，８ｏｏｍのタイムトライアルと１・人

で２５ｍのリレーを行って終了した．

　

蛋白尿の検査結果は， Ａ班では（”）１名，（十） ２名 （±）になった者５名であった． Ｂ班で

は（什）３名，（十）１名， Ｃ班では（十）１名，（±）になった者は２名であった。

　

前日に比較し，陽性になった者は少なかった．これは，タイムトライアルでも長い距離の場合は，

常に全力を出すことができないためと思われる．また，２５ｍの競泳ではそれ程大きな負荷になら

ないためと考えられる．

４

　

要

　　　　　　

約

１，５０ｍ～ｌｏｏｍを全力で数回泳ぐと， 殆んどの者に（‐Ｈ）～（十）の蛋白尿が検出される． この

距離のタイムトライアルは， 非鍛練者にかなり強い負荷をあたえるものと考えられるので， 練習方

法を考慮して行なわなければなないと考える．
２． 長い距離（８００ｍ－約２５分）を数回ゆっくり泳いでも，蛋白尿は検出されない． これは， 腎機

能にまで及ぼす強い負荷ではないと考えられる．
３． ４日目， ５日目の練習実施前に， 多くの者に（±）の蛋白尿が検出された． これは， 疲労が翌

日迄に完全に回復していないためと考えられる．
４． 被験者Ｌ， Ｒは， ６日間連続して（汁）の蛋白尿が検出された． これは， 運動負荷にたいし，
反応し易い体質なのか， 腎機能に何らかの異常があるものなのか不明である． 医師の精密検診を受

けさせたい．

５． 体力診断得点， 運動能力得点を事前に測定し， 蛋白尿とを比較してみたが， 相関を見い出すこ

とはできなかった．

６． 運動前の尿のｐＨは， 平均５．４６， 運動後５．２４であった． ウロペーパーではｐＨ５以下は測定不

能なので， 尿のｐＨはもっと低い値と考えられる．

（３０）



３１運動と蛋白尿について

お

　

わ

　

り

　

に

今回， 最も疲労の大きいと思われる， 水泳の集中講義中に蛋白尿の測定を実
施した． 一般に行わ

れる陸上での運動と水中の運動では， 比較が困難なので， これと平行して， 距離， スピード， 回数

を規定したランニングについても測定中である． 種々の運動時における蛋白尿の測定により， 身体

にあたえる負荷の比較も可能になると考える，

　

稿を終るにって， 御懇篤なる御指導を賜わった函館五稜郭病院長笹島吉平氏， 同
臨床検査室主任

佐々木孝氏に厚く感謝の意を表します．
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